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午
後
２
時
４６
分
に
な
る

と
築
地
本
願
寺
の
梵
鐘
が

撞つ

か
れ
た
。
法
要
に
は
８０

人
が
参
拝
（
写
真
）
、
安

永
雄
玄
宗
務
長
が
導
師
を

務
め
、
阿
弥
陀
経
を
つ
と

め
た
。

　

安
永
宗
務
長
は
「
親
鸞

聖
人
の
説
か
れ
た
み
教
え

は
、
阿
弥
陀
如
来
が
本
願

力
に
よ
っ
て
、
凡
夫
の
私

た
ち
を
、
必
ず
す
く
い
取

っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
教

え
。
不
確
か
な
現
代
に
、

こ
の
教
え
は
ま
す
ま
す
輝

き
を
増
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
人
生
に
無
常
を

感
じ
る
中
で
、
念
仏
者
と

し
て
の
私
た
ち
の
生
き

方
、
生
き
て
い
く
意
味
を

確
か
な
も
の
に
す
る
き
っ

か
け
を
、
法
要
を
通
し
て

心
に
留
め
置
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　

参
拝
者
の
中
に
は
涙
を

拭
う
姿
も
見
ら
れ
た
。
東

京
都
杉
並
区
の
中
村
哲
生

さ
ん（
４２
）は
「
昨
年
暮
れ

に
父
と
叔
父
を
相
次
い
で

亡
く
し
、
い
の
ち
に
つ
い

て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
、
近
し
い
方
と

の
別
離
は
さ
ぞ
つ
ら
く
、

寂
し
い
も
の
だ
っ
た
と
感

じ
る
。
本
堂
で
手
を
合
わ

せ
、
生
死
の
こ
と
を
思
う

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
」

と
話
し
た
。

　

法
要
後
に
は
、
防
災
意

識
の
啓
発
の
た
め
に
、
本

堂
前
で
職
員
が
災
害
備
蓄

品
の
ク
ッ
キ
ー
を
配
布
し

た
。

　

築
地
本
願
寺
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
換
気
な
ど
の
対
応
を

行
っ
た
。

　

仙
台
別
院
（
矢
鳴
俊
哉

輪
番
）
は
３
月
１１
日
、
午

後
２
時
４６
分
か
ら
、
阿
弥

陀
経
の
お
つ
と
め
を
行
っ

た
。

　

同
別
院
は
、
震
災
犠
牲

者
「
月つ

き

命め
い

日に
ち

」
に
あ
た
る

毎
月
１１
日
に
、
境
内
に
焼

香
台
を
設
置
し
て
い
る
。

こ
の
日
も
、
そ
の
焼
香
台

に
は
、
朝
か
ら
通
り
が
か

っ
た
人
た
ち
が
焼
香
し
、

手
を
合
わ
せ
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

　

ま
た
、
津
波
の
被
害
が

大
き
か
っ
た
太
平
洋
沿
岸

部
の
宮
城
、
福
島
両
県
の

寺
院
で
も
、
３
月
１１
日
な

ど
に
追
悼
法
要
が
営
ま

れ
、
門
信
徒
の
遺
族
ら
が

参
拝
し
た
。

　

　

　　

　　

　　　　

　　

　　　

　 　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年

３
月
１１
日
に
築
地
本
願
寺
、仙
台
別
院
で
犠
牲
者
偲
ぶ

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
丸
９
年
を
迎
え
た
３
月
１１
日
、
地
震

発
生
時
刻
の
午
後
２
時
４６
分
か
ら
、
東
京
都
中
央
区
の
築
地
本
願
寺

で
追
悼
法
要
、仙
台
市
青
葉
区
の
仙
台
別
院
で
お
つ
と
め
が
行
わ
れ
、

犠
牲
者
を
偲し

の

ん
だ
。

東
　
京

東
　
北

　　

　　

 


